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令和8年度 長崎県立大学

参加
無料

すべての会場の講座がながさき県民大学の
連携講座となっています

講演時間 18:30～20:00（90分）質疑応答含む

本学の様々な情報は
WEBでご覧いただけます

会場
案内
駐車場
あり

主催／長崎県立大学　後援／長崎県教育委員会、佐世保市、長与町

佐世保校 シーボルト校

西九州
新幹線

至馬町

至諫早

至諫早

遠隔会場には主会場から
Web会議システムにより
映像を配信します至多良見

長崎駅

浦上駅

長与駅高田駅
至時津

長崎商業
高等学校

JR 浦上水源地

西浦上…
トンネル口　

長与ランプ

女の都ランプ

長崎
多良見IC

川平IC

川平有料道路
長崎バイパス

シーボルト校

ホームページ Facebook

佐 世 保 校
シーボルト校

TEL 0956-47-5856
TEL 095-813-5735

〈企画広報課〉

〈総務企画課〉

学術講演会学術講演会
どなたでも参加できます

11 6
金曜日

令和8年

講師／ 氏
東京大学大学院医学系研究科
国際保健学専攻人類生態学分野
教授

梅﨑昌裕
主 会 場 シーボルト校 遠隔会場 佐世保校

12 4
金曜日

令和8年
─プラットフォームとしての地域新電力─
人口減少時代の地域作りとしての再エネ事業

人類の未来を考える

講師／ 氏
京都大学公共政策大学院
教授諸富　徹

主 会 場 佐世保校 遠隔会場 シーボルト校

18
金曜日

令和8年 SDGsにおける企業の役割

講師／ 氏
株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル
取締役副社長森　睦也

主 会 場 佐世保校 遠隔会場 シーボルト校

佐世保市川下町123
2号館（地域交流棟）1階 2103教室

西彼杵郡長与町まなび野1-1-1
中央棟１階M103講義室

お問い合わせ

12

～地域と共に成長し、未来を創る～



令和8年度 長崎県立大学

■佐世保校 TEL 0956-47-5856 ■シーボルト校 TEL 095-813-5735

学術講演会〈講演内容〉 参 加 無 料
どなたでも参加できます

講演時間／18:30～20:00（質疑応答含む）

人類の未来を考える

11 6
金曜日

令和8年
私たちは、どのような未来を生きることになるのでしょうか。人口問題、地球環境問題は、国家の存続にまで影響を与え
るという人もいます。デジタル社会におけるコミュニケーションが人と人の関係性をどう変えていくかを予想すること
は困難です。一方で、人類はこれまで創意工夫によりさまざまな困難を解決してきました。人類にバラ色の未来はあるの
か、皆様と考えてみたいと思います。

【主 会 場】
【遠隔会場】

【講師】
シーボルト校
佐世保校 氏

東京大学大学院医学系研究科
国際保健学専攻人類生態学分野
教授

【経歴】

梅 﨑 昌 裕

人口減少時代の地域作りとしての再エネ事業

12 4
金曜日

令和8年

2010年代後半から始まった地域新電力創設の試みは現在も続き、全国で100を超えるに至りました。
再エネを増やして脱炭素化に資するだけでなく、専門家を雇用し、利益を挙げて地域に再投資することで地域づくりに
も貢献しています。本講演は、その背景にある考え方と最新の全国的な状況について事例紹介を交えてお話します。

【主 会 場】
【遠隔会場】

【講師】

佐世保校
シーボルト校 氏

京都大学公共政策大学院
教授

【経歴】　　　　1998年、京都大学大学院経済学研究科博士後期課程修了（博士（経済学））。横浜国立
大学経済学部助教授を経て、2002年京都大学大学院経済学研究科助教授（07年より准教授）、
2010年より現職の同大学院教授を務める。著書に『環境税の理論と実際』（有斐閣）、『人口減少
時代の都市　成熟型のまちづくりへ』（中央公論新社）、『資本主義の新しい形』（岩波書店）など、
財政学と環境経済学の2つの領域の観点から気候変動の経済的手段、税制思想・歴史・改革、
再生可能エネルギーと分散型電力システム、資本主義変容下での市場と国家のあり方等に関す
る著書多数。

　　　 　1997年東京大学大学院医学系研究科修了、博士（保健学）。同大学助手、東京医科歯
科大学講師を経て、2005年より東京大学大学院医学系研究科助教授（07年より准教授）。
2018年より現職の同大学院教授を務める。著書に『微生物との共生』（京都大学出版会）、『人
間の本質にせまる科学』（東京大学出版会）ほか。

諸 富 　 徹

SDGsにおける企業の役割

18
金曜日

令和8年
SDGs達成に向けた民間セクター、企業の役割とはなんでしょうか。
世界で急成長するグローバルサウスの成長に日本は政府開発援助（ODA）という方法でこれまでどのような役割を果
たしてきたのか、またグローバルサウスへの資金が公的資金から民間投資へシフトする中、企業には何ができるの
か、ECG投資、ビジネスを通じた課題解決など、これからの時代に求められる企業の多様な関わり方と未来の可能性
を一緒に考えましょう。

【主 会 場】
【遠隔会場】 【講師】

佐世保校
シーボルト校

氏
株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル
取締役副社長

森 　 睦 也
【経歴】
1986年一橋大学経済学部卒、1990年Duku大学大学院卒（MasterDegree：Economics）。
1986年に海外経済協力基金に入社以降、JBIC、JICAにて政府開発援助（ODA）の融資業務（円
借款）等を、ベトナム課長・ハノイ事務所長（通算10年）、インド課長として担当。財務部長と
して企業のESG投資の対象となるJICA債（サステナビリティーボンド）の発行を主導。2021
年よりオリエンタルコンサルタンツグローバルにて取締役副社長としてフィリピン鉄道事
業を統括、ベトナムコンサルティング会社取締役に従事。

お問い合わせ

12

─プラットフォームとしての地域新電力─


